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論　　文　　の　　要　　旨

　本研究で取り上げるC止Pd及びCu－Pt合金系では逆空間の100，ユ10及びそれらと等価な位置（X点）

に2つまたは4つに分裂した特徴ある散漫散乱を示し，しかもその分裂が組成と共に変化することが

電子回折法を用いた研究で報告されている。また，Cu－Pt合金では上記の位置の他に1／2，1／2，

1／2及びそれと等価な位置（R点）に分裂のない散漫散乱が現れる。今回は組成の異なる6種類ず

つの合金単結晶を育成し，X線散漫散乱法を用いて強度を定量的に測定し，Borie－Sparks法を用いた

解析から短範囲規則度を求めた。次に，モンテカルロ法による計算機実験から出現可能な構造モデル

を構築し，短範囲規則構造を議論した。以下にそれらについて述べる。Cu－Pd合金では実験で求めた

組成依存する分裂間隔と第一原理により計算したbapd計算から求めた値を比較しよい一致がみられ

た。一方，αは正負の符号をとりながら原子対距離と共に減少していく。また，αの絶対値は28．5at．％

Pdを境に減少する。特に，42．Oat．％Pdでのαの値は低温相で出現するCsC1型構造の場合と著し

く異なる。Cu－Pt合金の低濃度側ではX点で分裂した散漫散乱は見られなかったが，R点で弱い散漫

散乱を観測した。Pt濃度の増加にともないX点では分裂した散漫散乱がみられ，R点の強度は増加す

る。30at．％Pt以上ではR点での強度がより強くなる。αの値はやはり正負を持ちながら距離増加と

共に減少する。これら定量的に求めた短範囲規則度をもとに短範囲規則構造を10xlOxユO単位胞に対し

て構築した。特に散漫散乱がX点とR点に同時に現れるCu－24．5at．％Ptでは特徴ある層状構造を見

出した。
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審　一査　　の　　要　　旨

　本研究ではCu－Pd及びCむ一Pを合金に対して分裂した散漫散乱やR点に出現する散漫散乱をX線回

折法により定量的に求めた短範囲規則度から構造ゆらぎについての貴重なる情報を提供した。このこ

とは将来理論的取扱の際に大いに役立つと思われる。

　よって，著者は博士（工学）の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
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